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とうきょう すくわくプログラム活動報告書

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞いつもと違う玩具に気付き手に取り触ったり舐めたりする。保育者がする動き

を見て真似をする姿が見られた。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

絵本をめくる、スタッキングカップを持ったり、振ったり、カップを重ねようとする姿が見ら

れるようになる。今後も更に探索活動を楽しみ、五感を刺激できるようにしていきたい。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） ままごと、机上遊びコー

ナーなどを設置し、子どもが興味を持った遊びを自由に存分に楽しめるようにした。

１．活動のテーマ

＜テーマ＞探索活動

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

設置が終わった10月から３月(室内遊びの際は常に自由に行えるようにする。)

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

活動の様子が分かる写真　2枚以上を貼付してください。

（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。）

始めは新しい物を見つける事や舐めたり触れる事を楽しんでいたが少しずつ遊び方を知り、ま

まごとは食べる・飲む真似から始まり、食器を使う・料理をするような動きをして遊ぶように

変化していった。型はめは型を出す事を楽しんでいたが、少しずつ同じ形の所に入れると型に

はまる事を知り、入れようとする動きをするようになった。更に遊びを重ねていく事で形の場

所を覚えていったのかスムーズに入れる事ができるようになる子がでてきた。

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞玩具を子どもの目線の近くに置き探索活動を自由に楽

しめるようにした。最初子ども達は自由に出したり入れたり舐めたり触れたりを楽しんでお

り、ままごとなどの遊びはまだ難しいかと思ったが、保育者が遊んでいる様子をよく見ていて

少しずつ出したり入れたり舐めたりだけでなく模倣遊びを始め、子どもの観察力の高さに驚い

た。探索活動が十分に行えるよう玩具を充実させ、自由に触れる事ができるようにして良かっ

たと思う。


